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訪問看護とは？

自宅で医療処置や体調管理、介護が必要な方に看護師が
訪問してサポートします。

主治医の指示や連携により行う「看護」です

病棟看護師、外来看護師、地域の看護師（訪問看護）
病院でいえば…家が病室、道路が廊下、電話がナースコール

病院では治療が優先。だからやりたいことちょっと我慢
自宅では生活が優先。だから内服や処置をちょっと工夫



訪問看護の対象者

病気や心身の障害
のために療養生活
の支援を必要とす

る方

主治医が訪問看護
を必要と認めた方

乳児から高齢者まで、その家族も支援します



訪問看護の内容

24時間・365日

安心の緊急対応

病状観察

体調管理 療養生活の

工夫・

お手伝い

医療処置・
機器の管理

在宅リハビリ

介護予防
療養上の意
思決定支援

認知症

精神的ケア

ターミナル
ケア

ご家族の

支援



訪問看護の保険制度

40歳未満の方や
介護保険申請を
していない方

40歳以上で
要支援・要介護
認定のある方

医療保険

介護保険

自己負担額は
費用の１～３割

自己負担額は
費用の１～3割

※要支援・要介護認定を受けていても、医療保険の利用対象になる場合があります

※障害や保険の種類、所得、年齢によって自己負担額が変わることもあります

※保険給付対象外の場合は、全額自己負担となります



訪問看護師が関わっていきたい

訪問看護依頼までの流れ

医師
の指
示

医療

介護
ケア
マネ

訪問
看護
契約

サ
マ
リ
ｌ

退
院
前
カ
ン
フ
ァ



五稜郭病院 在宅療養支援室

入院患者担当 訪問看護担当外来患者担当

 医療保険対象の訪問看護 急性期を脱した患者
の逆紹介推進と管理

 外来通院困難な患者
の調整

 がん患者の外来連携
支援（ホスピス）

 入院患者の退院支援、
在宅調整



在宅療養支援は外来から

入院 退院調整開始 退院

外来調整開始 入院 退院



在宅療養支援への意識向上のため



医療機関と訪問看護の連携 物品編

あると助かる予備物品と症状時薬

退院してすぐ
なのに…

入院中はあの薬
飲むとすぐに落
ち着いたよ

病院でもらってきま
す。辛いけど少しお
待ちくださいね



訪問看護は受け持ちNs

病院看護師は指示受けNs

相談窓口１本化

医療機関と訪問看護の連携 Drとのやり取り編



医療機関と訪問看護の連携 情報編

スルーしがち
もともと訪問看護が入っている患者
の情報提供



医療機関と訪問看護の連携 情報編



函館近郊の訪問看護

訪問看護連絡協議会 参加ステーション２２施設
１～２/月集合し熱いトークで連携を深めています

目標

道南地域
看看連携強化

気軽に相談しや
すい訪問看護



在宅でこんなことしてます

インスリン自己注射の方
血糖測定の指示。手順がなかなか覚え
られない。

まず必要物品が揃えられない。
ランチョンマットならぬ
血糖測定マットを作成。

このマットに準備すると戸惑うことなく
自己管理できるようになりました。

「何回やっても無理だよって思ってたけど、おかげで自信がついたよ。
けっこう俺もできるもんだな」



在宅でこんなことしてます

内服管理・指導はオーダーメイド



A子さんの言葉

入院中は、腹水も抜いて、点滴もして、体もだるくて、家に帰るなんて心配で嫌だった。
先生も看護師さんもそばにいてくれる入院の方が安心って思ってた。

あの日訪問看護師さんとケアマネさんが、いつお家に帰っても大丈夫なように準備できてる
よって言ってくれて、思い切って帰る事にした。

家に帰った次の日の朝。
隣の部屋から聞こえてくる息子や嫁たちの笑い声で目が覚めて、

食欲はないけど食事のいい匂いがして
「帰ってきてよかった」「ここが一番いい」って思いました。



B男さん娘さんの言葉

抗がん剤治療中から訪問看護師さんに来ていただくようになって、
父は看護師さんの言葉しか言うことを聞かない頑固な人でした。

病気がどんどん悪くなって、何度も入院してって頼んだけど「今はその時じゃない」って。
ダメって言ってるのに２階に一人で上がって。

ダメって言ってるのに一人でふらふらしながら自転車に乗って出かけて。
自分勝手に動いて具合が悪くなって看護師さんを１日に何度も呼んだりして。

亡くなって２階の父の部屋に箱を見つけました。
自分が亡くなった後、私が困らないようにお寺に何度も通って生前戒名をもらってあった。

遺影に使う写真まで自分で準備してました。

このためだったんだ。残される私のために頑張ってくれてたんだって。
ありがとうお父さん。本当に尊敬しています。



C美さん娘さんの言葉

母はもともとしっかり者で自分で決めたことは誰のいうことも聞かないタイプです。
がんになった時から「死ぬまでこの病院で診てもらう」

「家族に迷惑かけるくらいならすぐに入院するよ」って言ってました。
訪問看護師さんに家で点滴できるよ。点滴しながら料理できるよ。って言ってもらって

自分は味見もできないのに、毎日家族４人分のお弁当を作り続けてくれた。
毎日来てくれる訪問看護師さんがいつの間にか家族みたいに思っていたんだと思います。
あの日訪問看護師さんから「もしお母さんが自分の家族なら、訪問診療の先生にお願いして

できるだけ家で過ごしてほしいって言うと思う」って言われて
自分から病院の先生を卒業すること決められました。まさか自分の家族が家で最後まで暮ら

せるなんて思ってなかった。孫たちとも最後まで一緒に過ごさせることができて
今は本当に満足しています。



入院中の患者さん、外来通院中の患者さんには
必ず戻る場所があります。
そこで暮らしていくために
看護師としてできること、
病院にいる看護師。
家にいく看護師
肩を組み、協力し
一緒に地域を支えていきましょう


